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民
主
慎
重
派
ヤ
マ
場
に
奔
走

問
題
点
を
洗
い
出
し

T
P
P交
渉
参
加
問
題
を

千
一
め
ぐ
り
民
主
党
内
の
推
進
派

来

一と
慎
重
派
は

9
日
も
激
し
い

;

一論
戦
を
繰
り
広
げ
た
。
最
終

葉

一的
な
決
着
は
野
田
佳
彦
首
相

--E
F--一の
判
断
次
第
と
な
る
が
、
慎

田一乏

一重
派
の
農
林
議
員
が
全
品
目

屋

一の
凶
年
以
内
の
関
税
撤
廃
に

一と
ど
ま
ら
ず
、
医
療
や
食
の

宇

一安
全
な
ど
幅
広
い
分
野
の
規

二
一
制
緩
和
を
対
象
と
す
る
T
P

1
一
P
の
問
題
点
を
洗
い
出
し
に

E
一奔
走
し
た
。
こ
の
背
景
に

一
は
、
「
地
方
や
国
民
生
活
へ

一の
危
機
感
」
(
農
林
幹
部
)

一が
あ
る
。

(
1面
参
照
)

一
拙
速
な
T
P
P交
渉
参
加

-表
明
に
反
対
す
る
取
り
組
み

一を
主
導
し
た
の
は
「
T
P
P

沼

一を
慎
重
に
考
え
る
会
」
会
長

村

一の
山
田
正
彦
前
農
相
。
同
会

町

一は
独
自
に
勉
強
会
を
重
ね
、

0
一政
府
が
あ
い
ま
い
に
し
て
い

た
国
民
皆
保
険
や
独
占
禁
止

法
で
適
用
除
外
と
な
っ
て
い

る
新
聞
や
雑
誌
の
再
販
制
度

へ
の
影
響
を
追
及
し
、

T
P

P
交
渉
で
「
議
論
の
対
象
に

な
る
可
能
性
を
排
除
で
き
な

い
」
乙
と
な
ど
を
明
ら
か
に

し
た
。党
経
済
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
l
ム
(
P
T、
鉢
呂
吉

雄
座
長
)
で
は
、

2
0
0
9

年
の
衆
院
選
で
初
当
選
し
た

福
島
伸
事
氏
(
茨
城
)
や
山

岡
達
丸
民
(
比
例
北
海
道
)
、

玉
木
雄

一
郎
民
(
香
川
)
、

空
本
誠
喜
氏
(
広
島
)
、
中
後

淳
氏
(
比
例
南
関
東
)
、
高
橋

英
行
氏
(
比
例
四
国
)
、
川
村

秀
三
郎
氏
(
宮
崎
)
、
中
野
渡

詔
子
氏
(
比
例
東
北
)
、
京
野

公
子
氏
(
秋
田
)
、
石
山
敬
貴

氏
(
宮
城
)
ら
新
人
議
員
が
、

岡
田
克
也
前
幹
事
長
や
直
嶋

正
行
元
経
済
産
業
相
ち
推
進

派
の
大
物
に
も
論
戦
を
挑

み
、
推
進
論
の
根
拠
を
一
つ

ず
つ
崩
し
た
。

推
進
派
の
反
撃
に
は
、
篠

原
孝
前
農
水
副
大
臣
、
川
内

博
史
民
(
鹿
児
島
)
、
首
藤
信

彦
氏
(
神
奈
川
)
、
舟
山
康
江

元
農
水
政
務
官
、
佐
々
木
隆

博
元
農
水
政
務
官
ら
中
堅
議

員
ら
が
対
抗
し
、
小
平
忠
正

衆
院
議
運
委
員
長
ら
重
鎮
も

支
え
役
に
回
っ
た
。。

た
だ
、

T
P
Pを
め
ぐ
る

推
進
派
と
慎
重
派
の
攻
防
は

終
結
し
て
い
な
い
。
党
P
T

役
員
会
が
長
時
間
の
調
整
作

業
を
経
て
「
参
加
に
慎
重
な

意
見
が
多
数
を
占
め
た
。
こ

れ
を
踏
ま
え
て
政
府
が
判
断

す
る
乙
と
を
提
言
す
る
」
と

す
る
提
一
言
案
を
ま
と
め
た
8

日
の
夜
、
山
田
前
農
相
は

「
明
日
か
ら
、
ま
た
戦
い
だ

な
」
と
述
べ
、
推
進
派
の
巻

き
返
し
に
備
え
て
気
を
引
き

締
め
た
。

山
田
前
農
相
の
懸
念
は
的

中
し
、
慎
重
な
対
応
を
求
め

る
提
言
を
ま
と
め
た
の
に
も

か
か
わ
ち
ず
、
翌

9
日
に
は

「
野
田
首
相
、
交
渉
参
加
表

明
ヘ
」
の
報
道
が
流
れ
た
。

推
進
派
が
早
速
、
反
撃
に
転

民主党経済連携PT総会冒頭であいさっする鉢呂座長
(9目、東京・永田町の衆議院第2会館で)

じ
た
結
果
だ
っ
た
。

野
田
首
相
が
、
ロ
日
か
ら

の
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力

会
議
(
A
P
E
C
)首
脳
会
議

で
T
P
P交
渉
に
つ
い
て
ど

う
い
う
発
言
を
す
る
か
は
不

透
明
だ
。
た
だ
、
国
論
を
二

分
し
た
T
P
P交
渉
参
加
問

題
に
つ
い
て
、
推
進
派
と
慎

重
派
の
溝
は
埋
ま
っ
て
い
な

し
v
あ
る
農
林
幹
部
は
「
野
田

農

業

用

水

施

設

整
備
予
算
確
保
を

農
相
に
農
水
利
関
東
協

国
営
農
業
水
利
事
業
促
進

関
東
協
議
会
(
宮
地
良
平
会
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